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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
γ線照射が魚類の血液細胞にもたらす致死性と損傷に対するMRN-100の防護作用を調べる目的で実施しました。

第５７回年次保健物理学会でゴーナム博士が発表予定です。
７月２２日～２６日
於　サクラメント

この学会は、福島の放射能問題について関連する学会でもあります。
この報告により、パイｳｫｰﾀｰは、医療被曝の予防に大きく貢献できることがいえると思います。
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Dose Response Effect of Gamma

Radiation
(BMHBREORIGIIR)

12 Gy = 15 Gy =

Intestinal Fatal dose

Damage (“fext" B E)
(= %E)

8 Gy =

Bone Death
(‘BRE3E)

National Institute of Radiological Sciences (2010)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
224尾のﾃｨﾗﾋﾟｱを、それぞれ４７尾を４つの水槽に分けました。
1番目の群を対照（照射なし、MRN-100による処置なし）とし、
残りの3群は1.5KR（15Gy）の照射による全身γ線曝露させました。
その内2群は、1週間に０．１％と０．３％MRN-100による前処置を施した後に放射線照射を行い、
引き続き30日間MRN-100による処置を継続しました。




Experimental Design

(RERSEH)
Group 1 Group 2 Group 3 & 4
(47 Fish) (47 Fish) (47 Fish)
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Results (§58)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　γ線照射後のティラピアの白血球WBC数に対する
MRN-100の影響。

照射1週間後、尾静脈から白血球WBCを分離しました。
データは個別に調査した各群5～7尾の試験魚の平均をしめします。

放射線照射は白血球総数（WBC）が減少しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
γ線照射後のティラピアの赤血球RBC数に対するMRN-100の影響。

照射1週間後、尾静脈から赤血球RBCを分離した。
データは個別に調査した各群5～7尾の試験魚の平均を示します。

放射線照射は総赤血球RBC系、すなわちヘモグロビン、ヘマトクリット、平均赤血球ヘモグロビン量（MCH）、平均赤血球ヘモグロビン濃度（MCHC）を含め、
赤血球総数（RBC）の減少（p<0.05）をもたらしました。


MRN-100による処置を受けた試験魚のSGOT濃度は、非処置対照群の水準にもどった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
γ線照射後のティラピアのSGOT値に対するMRN-100の影響。
照射1週間後、SGOT値を調べた。
データは個別に調査した各群5～7尾の試験魚の平均を示します。

MRN-100による処置はWBC数とRBC系を、非処置対照群の水準まで完全に回復させ、
MRN-100による処置は、放射線照射による血清グルタミン酸オキザロ酢酸トランスアミナーゼ（SGOT）増加を相殺しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
表1　γ線照射後のティラピアにおけるRBC系に対する
MRN-100の作用。

照射1週間後、RBC系（HGB量、PCV値、MCV値、MCH量、およびMCHC）を調べた。
データは各群にて個別に調べた5～7尾の平均+SDで表示。


MRN-100が魚類において、γ線照射と関連した死亡率およびγ線誘導骨髄抑制に対し、放射線防護作用を持つと結論しました。
このことはMRN-100が、放射線療法と関連した重度有害副作用に対抗する補助療法として利用できることを示唆しました。
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(Medical Exposure & Application)
— &L > MR (X-Ray)
X#RCT (CT scan)
i s (Quantitative Bone Mineral)
22 A (Nuclear Scanning)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
放射線被曝の程度は検査によって大きく異なります。
一般に撮影枚数や撮影時間が大きくなると被曝量は増えます。
また、撮影部位によっても異なります。
被曝の程度を示す基準を自然放射線被曝（食べ物、大地、宇宙などから、人が誰でも知らないうちに被曝している量）とすると、
胸部レントゲンは1/10、腹部レントゲンは2.5倍、CTは5倍、胃食道造影は20倍、注腸造影は40倍、核医学検査は5～30倍程度に見積もられます。

健康に影響はないといわれますが、検査の為に被爆することは避けられません。
万が一被爆した時の影響も想定して、実験を行い、次のような結果が得られました。
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